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電波天文学研究室だより

田中春夫 怖沼隆清

1961年初めから太陽活動は哀退の一途をたどり，第19 111検波を行って20の出力をつくる.乙れを再び1分聞に

田太陽周期も漸く終りに近づいた感が深い.しかし此の 一回利引した後加減を行って左右円偏波成分の和と差の

年も前年!C引き続き，28個のパラボラは休みなく太陽を 紛引出カとする.その出力を常時一エンドレステープレコ

観測して来た.思えば当研究室において最初の連続観測 ーダーで記録して行って，パーストが起るとその部分だ

を開始してから ntt10年になるわけである. け取り外しあとで lテャンネノレずつ再生して写真の記録

1959年!ζ文部省機関研究費により当研究室で試作を開 にする 1高低2つの感度を同時に記録するから途中は

始した 2~ 4 GC.併の太陽電波動スペクト/レ観測装置は， 80チ守ンヰ、/レになっている. 総合雑音指数は平均14db 

cm 波パースト と dm 波パースト の域い目 lζ当る 2~4 である.回下当面している問題は影像周波数の除去にあ

GCの聞を隙き聞なく20分割し，パースト の強さと円偏 り，これを行わないと一方で右円偏波を受けようとする

波のスペクトノレの時間的変化を記釘〈しようという世界で と他方で左円偏i疫を受けてしまう.代案として初めから

も初めての試みであるが，1961年7月K一応組立てを完 左右円偏波を受けることを研究中であり，この方がいろ

了し，パーストの強さの動スペクトノレ観測を開始した. いろの面でうまく行く見込みが大きいと思われる.詳細

第 l図 2 ~ 4 GC {骨太陽電波動スペク トノレ

観測1mアンテナ

アンテナは第 11苅iζ示すようなパラボラで，受信機の系

統闘を第2図に示す.2つのパラボラで直交する 2つの

直線偏淡を受け，後進波管による紛引発振器を共通の

LOとして周波数そ変換してからハイブリッド回路で左

右の円偏波に変換する.各円偏液成分は時分割によって

受信周波数を分fliする20チキンネノレlζ分け，各々別l乙増

は英文報告を参照され度い (1) 

1961年 9月初めに京都で国際宇宙1泉地球嵐会議(l)が

開催されたが，乙こで次の械な発表を行った.太陽電波

パーストのうちJV型といわれる大きなものは cm波 dm

波 m波 で発生源の異った各々特異な型のパーストの集

合である cm波パースト は偏波の向きが異常波!と相当

し，スそのスペク トノレから cmJcm']の2つの地ーがある.

cmJは主相で強度が強<， cmョはパーストの終りによく

現れるコプで，干渉計の鋭測によるとここで偏波源の{{f.

置が動いていると乙ろから，黒点磁場の動きを示唆して

いる窓川、で司主要である.dm波は正常波の向きをもった

強い円偏波で強度 ・ 変動率共に大である . 本来の JV~{ノミ

ースト と云うのは m11!tの現象で，よく去われているlV型

ノ4ースト とはっきり区別しなければとEらない.大体以上

の乙とを観測資料を1おこして主張したものである.会場

で各国の関係者が集まり非公式に相談した結果，大体わ

れわれの主張が通り一応漸定的!と現夜の慣s11!ζ従って全

体をIV型パースト と呼び， IV-，IL， IV-dm， JV-mなどの

細分を行うことになった.なお当研究室の偏波と佼置の

観測は高くj、F価された.会議のあと関係者を鳥羽に架内

し，翌日当研究室に迎えたが，一同深い感銘を得た模様

である.

柿沼は1960年9月から 1年間スタジフォー ド大学にお

いて研究を行いとのほど帰国した. ζの間行った研究を

要約すると次の巡りである.1960年K観測された約10仰

のS成分源について，21cm， 10.7cm， 9.1cm， 7.5cm 
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: 2 -4 GC裕太陽電波動スペクトノレ受信機系統図第2図



およ::3cmの谷波長に於ける干渉Jtの観測結黙のごと較

を行っt. 10cm以下の波長ーでは電波涼の大きさは 2分

程度でJF桁で小さ 黒長併のそれと殆んどiアj，-， .....去っ，

IE波日立のI~I心ちな 9 -10cm ~H.tiでは 2 -4 /' 106 I<よ

な!)Jドrnて出，¥そしてS成分の強度吹びffu¥淡のスペク
トルは黒，li.r.i¥<ZJ[-.";1の(Ji"，'.s-{'によるジ守イロ;!d波;;1U.;よ

びその[討がほ勺おける)lçl![j UJ}.以を考えるこー~. J り上

く説明、ィ ¥ このことからYeri:l(IiU r. 20000km ~H近
(7.5-IQCln -rけぷ屯汝似の'!LbJO)，:jさ)，:: t; Tる黒

点12吟ωJf.主主エ杓600カクス， 40000km (21cmにおける

電波似の沼Yp九.'jさ)附近て約250ガクスfJ俊主忠光さ

れた と二ω 与えで aま10cm~付近の電波，~;(の明{.- ~を説

明するた(;'て屯子温度.;j:!!X:均台にぷ 4X 100 K 伝!皮の

足以、i査を必混と.る刀， M. I 理 ー告の勾合のよう七 j過1~

のコロナω;11ω30-40悩とぷう大きな電了，iml.rttを必要と

しない jJUF.O.) f3'ltの分解1創立実際の S成分l~(のノ;き

さを測定 t ちに'ま不充分で，分解'ìéを!二げ~ ，主犯!こ小さ

くて強い$h足分;r;xが観測されることが予恕さオ，也波1M

の日月るおむ.ll!t-大『くなるから， S足立分の発，ei:.織椛とし
て必然切な f抗lえばジンクロトロジ~i ，i射のようなものを.{J

える必むかあろかも知れない.

スタンフ，ー ド十:;::アンテナの東西16Aミ子干渉J十とそ
の米州に。~':j何でおかれたJ}IJの i位!のアンテナで掛広告止

千iJj;，lI'をつくり， 9.1cm における S成分偏波源の観測を

行つに.ビーム111:;j:1.5分角である.装置か完成してか
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らメ〈防が締かになり五分な観測を行うことが出米なかっ

たが， '本年6月長かる 7月初めに比較的大きな烈恨焼か

現れたのー現千五その観測結果の整理を行っている 日食

て観測ぢれたような子午線通過ド付近でポ半世鳩18か観測芯
J.Ltニ.

以 Iこの研究結果は Stanford Radio Astronomy T n. 

stilute Publication 3) に発去の予定である.

将;1(:，11'画としては冒下太似および字山砲詩文の研究lこ{史

える多目的の 10メートノレ終枠fj唱ノえラボラそ製作中であ

る.スζれに対する受信機の研究にも必手した.1964年

から始?る.n>かな太防年 ( I QSY) に':t.fJ~{Eの干渉討を

矧!短f整備して， 1 分存度のぷi~いビームで電波による太陽

の!tt'[;;i]カ!{'ドれるようにしたい.
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